
「学術研究の大型プロジェクトの推進について」（審議経過報告）

科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会

学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会

○ 学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会（以下、「本作業部会」）は、学術

研究の大型プロジェクト（以下「大型プロジェクト」）について、中長期的な視点も

含めて計画的な推進を図るための方策について審議を行うために設置された。

○ 本作業部会においては、現在、次期科学技術基本計画の策定に向けた科学技術・

学術審議会の審議が行われていることも念頭に置きつつ、

①大型プロジェクトの推進の意義

②今後推進すべき大型プロジェクトについての基本的考え方（大型プロジェクト

の定義）

③大型プロジェクトの推進の具体的方策（ロードマップの策定）

を中心に審議を行ってきた。

○ 今後、幅広い関係者や研究者コミュニティ（各研究分野における学協会又は複数

の学協会のネットワーク等）の参画も得つつ、更に議論を深めていく予定であるが、

これまでの審議の経過を以下の通り報告する。

１．学術研究の大型プロジェクトの推進の意義

○ 我が国においては、これまで、「Ｂファクトリー」、「すばる望遠鏡」、「スーパーカ

ミオカンデ」、「大型ヘリカル」等の大型プロジェクトを推進してきたが、こうした

プロジェクトは、最先端の技術や知識を集約して人類未到の研究課題に挑み、当該

分野を飛躍的に発展させ、世界の学術研究を先導する画期的な成果を期するもので

ある。

○ このようなプロジェクトの推進は、大学・大学共同利用機関における教育研究を

支え、多様な研究分野や産業への波及効果を生み出すのみならず、国際舞台で我が

国がリーダーシップを発揮して世界に貢献するものである。また、Ｂファクトリー

における実験が小林・益川理論を実証し、平成２０年のノーベル賞受賞に結びつい

たように、次代を担う子どもたちをはじめ国民の科学に対する関心を高め、国民に

夢や希望、自信を与えるという意味でも、スポーツや文化の振興等と並ぶ極めて重

要な意義を有する。

○ 大型プロジェクトには多額の投資を要するため、近年の厳しい財政状況の下で円

滑な推進が困難になっているが、我が国が強みを有する基礎科学の分野においてこ

のようなプロジェクトを進めることは、人類の英知の創出と蓄積に貢献するもので

あり、我が国の持続的発展と世界への貢献の観点から、不可欠な取組である。この

ため、今後我が国においては、社会や国民の幅広い理解を得ながら、このような大

型プロジェクトに一定の資源を継続的・安定的に投入していくことを、国の学術政

策の基本として明確に位置づけることが必要である。
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２．学術研究の大型プロジェクトの基本的な考え方

○ 大型プロジェクトの推進の具体的方策について検討を行うにあたり、本作業部会

では、今後「大型プロジェクト」をどのように捉えるか（大型プロジェクトの定義）

について、検討を行った。

（１）基本的性格

○ 学術研究の大型プロジェクトの基本的な性格については、従前はおおむね下記の

ような性質を持つものを大型プロジェクトとして捉え、学術政策上の重要課題とし

て、推進してきた経緯がある。

①：人類の発展に貢献する真理の探究を目指すことを目的として、研究者の知的

好奇心・探求心に基づく主体的な検討と研究者コミュニティの合意形成により構

想されているプロジェクト

②：当該研究分野の研究者コミュニティの支持を前提として共同利用・共同研究

体制により推進されるプロジェクト

③：最先端の技術や知識を集約して人類未踏の研究課題に挑み、世界の学術を先

導する画期的な成果を期するプロジェクト

④：大学における研究・教育を支え、国民の科学への関心を高め、国際的な競争

と協調の中で我が国がリーダーシップを発揮し世界に貢献しうるプロジェク

ト

○ 今後もこれらの要素に該当することが大型プロジェクトの基本であると考えられ

るが、研究分野の特性や研究者コミュニティの要望、社会的な要請等に応じて、上

記以外の要素（例えば、当該分野における研究を飛躍的に発展させるプロジェクト

等）を考慮に入れることも必要である。

○ また、プロジェクトの態様としても、中核的な拠点に多数の研究者が集まって研

究を行うもののほか、適切なマネジメントの下に複数の研究施設がネットワークを

形成して、全体として大きなテーマに挑戦するものなども含めて柔軟に捉えていく

ことが必要である。

（２）対象分野

○ 大型プロジェクトの対象分野については、従前は（１）に列記した要素を満たし、

かつ、大型装置の整備を前提とするプロジェクトが中心であった（分野も主として素

粒子物理学や天文学等）。

○ 今後もこうしたタイプの大型プロジェクトは考えられるが、これら以外にも例えば、

大型装置の整備は伴わないものの、「多数の研究者の長期間の参加を必要とするもの」

等も対象として検討することが必要である。
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（３）実施主体・意思決定の在り方

○ 大型プロジェクトの実施主体や大型プロジェクトの推進に係る意思決定の在り方

については、今後も大学共同利用機関や共同利用・共同研究拠点を実施主体として、

研究者コミュニティによるボトムアップ型の意思決定により推進されるものが基本

になると考えられる。

○ 一方で、例えば独立行政法人を実施主体としてトップダウン型の意思決定により

行われる大型プロジェクトの中にも、当該プロジェクトの性格や期待される成果等

を考慮すると、多数の研究者の積極的な参画がなければ円滑な推進が難しいものも

ある。このようなプロジェクトについては、計画の立案段階や実施段階等において、

何らかの形で、研究者コミュニティのボトムアップ的な意思を反映することが望ま

しいと考えられる。

○ いずれにしても、まずは「各分野の研究者コミュニティが、どのような大型プロ

ジェクトを推進することが必要と考えているか、また、どのような点に配慮して当

該プロジェクトを進めることが適当と考えているか」を整理する必要があり、これ

を踏まえて、トップダウン型のプロジェクトへの関わり方についても検討していく

必要がある。

（４）予算規模

○ これまでの大型プロジェクトの予算規模については、（１）に列記した要素を満た

し、かつ概ね１００億円以上の建設費を要するものとして捉えられてきた経緯があ

る。

○ 今後の大型プロジェクトの予算規模については、運転経費や運営費を含めて、研

究システム全体として、通常の予算（運営費交付金、科学研究費補助金、その他競争

的資金）では措置が困難な、例えば数十億円以上の経費を一応の目安とした上で、研究

分野の特性等に応じて柔軟に取り扱う必要がある。

（５）その他

○ 今後、社会や国民の幅広い理解を得ながらプロジェクトを推進していくためには、

これまでの大型プロジェクトが世界の学術を先導する画期的な成果を創出し、国民

に夢や希望、自信を与えてきたこと、また、民間企業の参画も得つつ、最先端の技

術開発を行ってきた副次効果として、数多くの技術革新をもたらし、産業技術力の

向上や国際競争力の強化に多大な貢献をしてきたことなど、様々な波及効果を強調

しておく必要がある。
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３．大型プロジェクトの推進の具体的方策

（１）基本的な視点

○ 大型プロジェクトは、長期間にわたって多額の経費を重点的に投資する必要があ

るため、内外の学術研究の全体状況はもとより、学術研究に対する公財政支出の相

対的状況や今後の見通しにも留意しつつ、社会や国民の幅広い理解を得ながら、長

期的な展望をもって計画的・戦略的に推進していく必要がある。

○ また、大型プロジェクトを計画する際には、特定の研究分野だけでなく、広範な

分野の研究者の参加にも配慮し、新たな学問領域の創成や異なる分野への波及効果

の創出も含め、幅広い学術研究の推進に留意する必要がある。このため、計画段階

から、幅広い研究者コミュニティの意向を踏まえる工夫が必要である。

○ さらに、プロジェクトの大規模化等に伴い、国際的な協力体制の下で推進するこ

とが重要な課題になってきており、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）のグローバル・

サイエンス・フォーラム（ＧＳＦ）やＧ８の科学技術大臣会合においても、新たな

大規模研究施設建設の将来計画に関する国際的な情報交換を促進することが合意さ

れている点にも留意する必要がある。

（２）長期的な展望に立った計画的な推進～ロードマップの策定～

○ 以上のような基本的な視点を踏まえつつ、大型プロジェクトの推進の具体的方策

を検討する必要があるが、本作業部会では、欧米において、研究分野毎に具体的な

大型プロジェクトの将来構想をとりまとめたロードマップが策定され、科学的な政

策決定や国際的な情報交換に活用されている点に注目し、このようなロードマップ

を我が国において策定する意義について検討した。

○ その結果は、おおむね下記のように整理することができる。

①：ロードマップの策定により、科学的評価に基づき、戦略的・計画的な政策決定

を行うことが可能となる。

②：社会や国民の理解・支持を獲得しつつプロジェクトを推進することが可能とな

る。

③：国際的な競争や協力に迅速かつ適切に対応することが可能となる。

④：研究者コミュニティが将来目標やその達成のための必要条件を主体的に検討す

る契機を与えることが可能となる。

⑤：異なる研究者コミュニティ同士の相互作用を促進し、複雑な科学的挑戦に対

する分野横断的な取組を促進することが可能となる。

⑥：研究者コミュニティの意見が予めロードマップという形で整理されることに

より、

(a)トップダウン型の意思決定によるプロジェクトにおいても、何らかの形

でボトムアップの意見を反映することが容易になること

(b)補正予算等により、大型プロジェクトへの新たな支援スキームができた

場合にも、研究者コミュニティとして迅速かつ効果的に活用できること
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(c)研究開発に関連する文部科学省以外の政府機関にとっても、各分野のニ

ーズを把握することが容易となること

が可能となる。

○ 他方、欧米の経験を踏まえれば、ロードマップの策定手法や活用方法によっては、

例えば下記のような問題を生ずることも懸念される。

①：高コストの大型プロジェクトに対して過剰にコミットすることによる関係予算

の圧迫

②：新たな科学的挑戦に対応する柔軟性の喪失

③：中小規模のプロジェクトの軽視

④：過剰に幅広い研究領域をロードマッピングすることによる重点目標の喪失

○ しかしながら、ロードマップの策定には、上述のように、大型プロジェクトを安

定的・継続的に推進していく上で極めて大きな意義があることから、上記のような

課題に十分留意しつつ、我が国の事情に適合したロードマップ（以下、「日本版ロー

ドマップ」）の策定に向けて具体的検討を行うことが適当である。

○ 日本版ロードマップについては、以下のような基本的考え方の下に策定すること

が考えられる。

①：ロードマップに盛り込む内容としては、研究分野の特性に応じて、柔軟に考え

る必要があるが、分野毎におおよそ以下のような内容を共通に盛り込むととも

に、全分野の構想を一覧にしたリストを作成することが適当である。

(a) 研究分野の全体状況（当該分野のプロジェクト構想のリストを含む）

(b) プロジェクト構想毎の内容（構想の概要、構想の段階（要素技術開発段

階のものや国際協力に関する議論の途上にあるもの等を含む）、推進体制、

予算規模、国際競争・協力の状況等）

②：ロードマップの基本的性格としては、予算措置を保障するものではないが、各

分野の研究者コミュニティの意思が示されたものとして、関連政策を推進する

上で十分考慮すべき資料とすることが適当である。

③：ロードマップに盛り込むプロジェクトは、各分野の特性を踏まえつつ、研究者

コミュニティにおいて、ある程度の合意形成がなされているものを基本とする

ことが適当である。また、各分野の研究者コミュニティにおいて、適切なプロ

ジェクト数に絞った上で、可能な限り優先順位付けすることが適当である。な

お、分野を超えたプロジェクト間の優先順位付けは、予算措置に係る意思決定

と密接に関わること等を考慮すると、行わないことが適当である。

④：ロードマップが対象とする期間は、研究分野の特性を踏まえて柔軟に考える必

要があるが、多くの競争的資金の研究期間が５年間であることも踏まえ、少な

くとも１０年以上先を見越したものとする必要がある。

⑤：ロードマップの改訂については、毎年度の概算要求等にも活用されることを踏

まえると、適宜、研究者コミュニティの検討など諸状況の変化等を踏まえて、

見直しを行うことが適当である。
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（３）大型プロジェクトの着実な推進と評価

○ 今後新たに推進する大型プロジェクトについては、ロードマップを基本としつつ、

当該プロジェクトの学術研究上の意義や他の研究分野への波及効果、事業規模の妥

当性や公財政支出への影響、国際的な競争・協調への対応等総合的な観点から、客

観的かつ透明性の高い評価を行った上で、着実に推進していく必要がある。

○ 一方、大型プロジェクトは、長期間にわたって多額の経費を要するものであり、

社会や国民に対する説明責任を十分果たし理解を得ながら進めていくことが重要で

ある。大型プロジェクトの推進に当たっては、学術研究の動向や当該プロジェクト

を取り巻く諸状況の変化等に対応して迅速かつ適切に見直しを行うことに留意する

必要がある。このため、国においては、現在進行中の大型プロジェクトや今後推進

する大型プロジェクトについて定期的に厳格な評価を行い、評価結果をもとにプロ

ジェクトの継続・中止・改善等の明確な対応方針を打ち出すことが必要である。

（４）社会や国民とのコミュニケーションの強化

○ また、社会や国民の理解を得ながら大型プロジェクトを推進する観点からは、こ

れまでプロジェクト開始後の取組が必ずしも十分とは言えなかった面もある。この

ため、今後新たな大型プロジェクトを推進するにあたっては、例えばプロジェクト

毎に国民とのコミュニケーションの担当を明確化するなど、プロジェクトの進捗や

成果の状況、必要に応じて様々なリスクの状況等について、分かりやすい形で対外

的な発信や双方向型の対話を行う体制を予め構築しておくことが必要である。特に、

複数の研究施設がネットワークを組むようなプロジェクトを推進するに当たっては、

この点の責任を明確にする観点から、特段の留意が必要である。

（５）今後の検討課題

○ これまでの審議において、各分野の研究者コミュニティにおける大型プロジェク

トの検討状況を把握したところ、例えば素粒子原子核分野や天文学分野のようにコ

ミュニティとしての検討がある程度熟している分野がある一方で、コミュニティと

して検討の途上にある分野、一部の研究者による構想ベースの議論にとどまってい

る分野もあることが判明した。

○ このため、全分野を見通した日本版ロードマップの策定に向けては、今後研究者

コミュニティの代表機関としての日本学術会議と調整する必要があるが、おおむね

以下のような手順で検討を行うことが考えられる。

①：各分野毎のロードマップを策定するため、既存プロジェクトの評価を含む共通

の留意点やフォーマット等を検討した上で、日本学術会議を通じて、各分野の

研究者コミュニティ（学協会又は複数の学協会のネットワーク等）に対して、

当該分野のロードマップ案の策定を要請する。

②：①と並行して、本作業部会において、幅広い関係者や有識者から意見を聴取し、

検討を深める。

③：日本学術会議から、各分野のロードマップ案が提出された後、必要に応じて関

連分野のヒアリングを行った上で、暫定的なロードマップをとりまとめる。
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○ いずれにしても、各研究者コミュニティの検討の熟度は一律でないことが見込ま

れることから、それぞれの今後の検討状況等に応じて、ロードマップは適宜改訂し

ていくことが必要である。

○ また、以上の検討と並行して、今後大型プロジェクトを着実に推進していくため

には、安定的・継続的な財政措置の在り方（整備費のほか、運転経費等の運用費を

含む）について、新たな予算措置方策の可能性も含め、幅広い観点から検討を進め

ることが必要である。
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４．第４期科学技術基本計画に盛り込むべき事項について

○ 以上の検討を踏まえ、本作業部会としては、当面、次期科学技術基本計画の策定

に向けた科学技術・学術審議会の審議に、おおむね以下のような趣旨が反映される

ことを期待する。

○ 学術研究の大型プロジェクト（以下、「大型プロジェクト」という）は、最先

端の技術や知識を集約して人類未到の研究課題に挑み、当該分野を飛躍的に発

展させ、世界の学術を先導する画期的な成果を期するものである。このような

プロジェクトの推進は、大学・大学共同利用機関における教育研究を支え、多

様な研究分野や産業への波及効果を生み出すのみならず、国際舞台で我が国が

リーダーシップを発揮して世界に貢献するものであり、国民に夢・希望・自信

を与え、科学への関心を高めるという意味で、極めて重要な意義を有する。

○ 大型プロジェクトは、多くの物的・人的資源の投入を要するものであるが、

その重要性に鑑み、今後、社会や国民の幅広い理解を得ながら、一定の資源を

継続的・安定的に投入していくことを国の学術政策の基本として明確に位置づ

ることが必要である。

○ 国においては、今後、各研究分野毎に大型プロジェクトの将来構想をまとめ

た「ロードマップ」を策定し、これを基本としつつ、学術研究上の意義や他の

研究分野への波及効果、事業規模の妥当性や公財政支出への影響、国際的な競

争・協調への対応等総合的な観点から、客観的かつ透明性の高い評価を行った

上で、大型プロジェクトを着実に推進していく必要がある。

○ また、大型プロジェクトの推進に当たっては、学術研究の動向や当該プロジ

ェクトを取り巻く諸状況の変化等に対応して迅速かつ適切に見直しを行うこと

も必要である。国においては、現在進行中の大型プロジェクトや今後推進する

大型プロジェクトについて定期的に厳格な評価を行い、その結果をもとに継続

・中止・改善等の明確な対応方針を打ち出すことが必要である。
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附 属 資 料

○ 学術研究の大型プロジェクトの推進について（審議経過報告）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥【要旨】 10
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「学術研究の大型プロジェクトの推進について」（審議経過報告）【要旨】
（科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会）

１．大型プロジェクト推進の意義

○ 「Ｂファクトリー」や「すばる望遠鏡」、「スーパーカミオカンデ」等の学術研究

の大型プロジェクトは、最先端の技術や知識を集約して人類未到の研究課題に挑戦

し、世界の学術研究を先導する画期的な成果を期するもの。

○ 大学・大学共同利用機関における教育研究を支え、多様な研究分野や産業への波

及効果を創出するのみならず、我が国がリーダーシップを発揮して世界に貢献する

とともに、国民の科学に対する関心を高め、国民に夢や希望、自信を与える。

○ 社会や国民の幅広い理解を得つつ、大型プロジェクトに一定の資源を継続的・安

定的に投入することを、学術政策の基本として位置づけることが必要。

２．大型プロジェクトの基本的な考え方

○ 対象分野、プロジェクトの態様、予算規模等については、従前よりも柔軟に検討

することが必要。

・対象分野：大型装置の整備を前提としたものだけでなく、例えば多数の研究者

の長期間の参加を要するもの等も含める。

・実施体制：中核的な拠点を設けるタイプのほか、複数の研究施設がネットワー

クを形成するもの等も含める。

・予算規模：運転経費等を含め数十億円以上を目安とし、分野の特性に応じて柔

軟に取り扱う。

３．大型プロジェクトの推進の具体的方策

基本的な視点

○ 長期間にわたり多額の投資を要するため、社会や国民の幅広い理解を得ながら、

長期的な展望の下、計画的・戦略的に推進するとともに、広範な分野の研究者の参

加にも配慮し、幅広い学術研究の推進にも留意することが必要。また、国際的な協

力体制の下で推進することが重要な課題。
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長期的な展望に立った計画的な推進

○ 欧米で策定されている、大型プロジェクトの将来構想を分野毎にとりまとめたロ

ードマップには下記のような意義があり、我が国においてもロードマップの策定を

検討すべき。

①：科学的評価に基づく、戦略的・計画的な政策決定に貢献

②：社会や国民の理解・支持を獲得しつつプロジェクトを推進

③：国際的な競争や協力に迅速かつ適切に対応

④：研究者コミュニティが将来目標等を検討する契機 等

○ ロードマップの基本的考え方は以下のとおり。

①：盛り込む内容（分野毎の全体状況、各構想の内容、全分野の構想リスト）

②：予算措置まで保障するものではないが、研究者コミュニティの意思の表出と

して、関連政策を推進する上で十分考慮すべき資料。

③：研究者コミュニティの合意形成がなされたプロジェクトを対象とし、可能な

限り優先順位を付ける（分野を超えた優先順位付けは行わない）

④：１０年以上先を見越したものとし、適宜見直しを行うことが適当。

○ ロードマップを基本としつつ、学術上の意義や波及効果、事業規模の妥当性、公

財政支出への影響、国際競争・協調への対応等総合的な観点から、透明性の高い評

価を行った上で、大型プロジェクトを着実に推進。

○ 既存のプロジェクトについては定期的に厳格な評価を行い、継続・中止・改善等

の明確な対応方針を出すことが必要。

今後の検討課題

○ 日本学術会議を通じて、各分野のロードマップ案の策定を要請。同会議からのロ

ードマップ案の提出後、関連分野のヒアリング等を行い、暫定的なロードマップを

とりまとめ。

○ 安定的・継続的な財政措置について、新たな方策も含め、幅広い観点から検討が

必要。
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天
文
台
）
】

単
一

鏡
と
し
て
は

、
世

界
最

大
の

口
径

８
．

２
ｍ
の

す
ば

る
望

遠
鏡

に
よ
り
、
宇

宙
の

果
て
に
挑

み
、
銀

河
が

誕
生

し
た
頃

の
宇

宙
の

姿
を
探

る
。

○
宇
宙
最
遠
方

の
天
体
を
発
見
。

○
最

も
重

元
素

の
少

な
い
星

を
発

見
、
宇

宙
で
最

初
に
生

ま
れ

た
星

の
正
体
に
迫
る
。

○
太

陽
系

外
の

惑
星

形
成

に
重

要
な
手

が
か

り
と
な
る
原

始
惑

星
系

円
盤

の
多

様
な
形

態
を
観

測
。

○
N

AS
Aの

彗
星
衝
突
「
デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
国
際
共
同
観
測
、

彗
星

の
内

部
物

質
を
明

ら
か

に
し
た
。

「
大

型
ヘ
リ
カ
ル

装
置

（
L

H
D
）
」
に
よ
る
核
融
合
科
学
研
究
の
推
進

【
自
然
科
学
研
究
機
構
（
核
融
合
科
学
研
究
所
）
】

我
が
国
独
自
の
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
く
超
伝
導
コ

イ
ル

を
用

い
た
世

界
最

大
の

ヘ
リ
カ
ル

型
実

験
装

置
「
大

型
ヘ
リ
カ
ル

装
置

（
Ｌ
Ｈ
Ｄ
）
」
に
よ
り
、

高
温

高
密

度
プ
ラ
ズ
マ
の

実
現

と
定

常
運

転
の
実
証
を
目
指
す
。

○
１
６
兆

個
／

C
C
の

高
密

度
条

件
下

に
お
い
て
、
６
５
０
０
万

度
の

中
心

イ
オ
ン
温

度
を
水

素
プ
ラ
ズ
マ
で
達

成
し
、
着

実
な
プ
ラ
ズ
マ
性

能
の

向
上

と
、
Ｌ
Ｈ
Ｄ
実

験
の

順
調

な
進

展
が

図
ら
れ

た
。

○
ヘ
リ
カ
ル
方
式
固
有
の
、
不
純
物
が
中
心
部
か
ら
外
側
に
排
出
さ
れ
る
革

新
的

な
現

象
を
発

見
し
、
高

性
能

プ
ラ
ズ
マ
の

生
成

に
よ
る
プ
ラ
ズ
マ
物

理
の

体
系

化
に
明

る
い
見

通
し
が

得
ら
れ

た
。

学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主

な
成

果
事

例
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●
LH

D
に
お

け
る
超
伝
導
工
学
の
成
果
は
、

IT
E

R
-B

Aや
世
界
の

大
型
超
伝
導
核
融
合
装
置
等
の
低
温
工
学
分
野
に
大
き
く
波
及
。

※
B

A
：
原

型
炉

設
計

、
IT

ER
計

画
補

完
た
め
、
日

欧
が

日
本

で
実

施
し
て
い
る

「
幅

広
い
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ
：
Br

oa
de

r 
Ap

pr
oa

ch
 」
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄ

●
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾞ
ﾏ
加
熱
技
術
を
応

用
し
た
ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
波
焼
成
及
び
ｱ
ｽ
ﾍ
ﾞ
ｽ
ﾄ
無
害

化
処
理
は
、
省
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
の
実
現
等
、
環
境
科
学
分
野
に
波
及
。

●
全
て
の
超
伝
導
ｺ
ｲ
ﾙ
を
一
つ
の
電
源
で
任
意
に
電
流
を
流
す
方

法
を
発
明
し
、
特
許
化

。
●
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾞ
ﾏ
加
熱
手
法
の
一

つ
で
あ
る
ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
波
加
熱
の
技
術
を
応
用

し
、
ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
波
を
利
用
し

た
新
し
い
焼
成
技
術
を
特
許
化
。学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
波
及
効
果
に
つ
い
て

●
人

類
未

到
の

研
究

課
題

に
挑

む
た
め
、
当

該
分

野
に
お
け
る
世

界
最

先
端

の
研

究
成

果
の

創
出

の
み

な
ら
ず
、
他

の
研

究
分

野
へ

の
波

及
効

果
が
大
き
い
。

●
最

先
端

の
技

術
開

発
を
伴

う
た
め
、
民

間
企

業
の

技
術

者
が

参
画

す
る
こ
と
も
多

く
、
副

次
的

効
果

と
し
て
、
産

業
応

用
へ

の
貢

献
度

も
大

き
い
。

「
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置
（

L
H
D
）

」
に

よ
る

核
融

合
科

学
研

究
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
核

融
合

科
学

研
究

所
）

我
が

国
独
自

の
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
く
超

伝
導

コ
イ
ル
を
用

い
た
世

界
最

大
の

「
大

型
ヘ
リ
カ
ル
装

置
（
Ｌ
Ｈ
Ｄ
）」
に
よ
り
、
高
温
プ
ラ
ズ
マ
の
閉
じ
こ
め
と
定
常
運
転
の
実
証
を
目
指
す
。

※
Ｌ
Ｈ
Ｄ
：
La

rg
e 

H
el

ic
al

 D
ev

ic
e

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

研
究

の
推

進
東

京
大

学
（

宇
宙

線
研

究
所

）

５
万
ト
ン
の
大
型
水
チ
ェ
レ
ン
コ
フ
装
置
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
を
用
い
て
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の

研
究
、

大
統
一
理
論
の
検
証
等
を
行
う
。

「
Ｂ

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

」
に

よ
る

素
粒

子
物

理
学

研
究

の
推

進
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

（
素

粒
子

原
子

核
研

究
所

）

電
子
・
陽
電
子
の
衝
突
頻
度

が
世

界
最

高
性

能
の

加
速

器
を
用
い
て
、
宇

宙
創
成

時
に
は

同
量

あ
っ
た
と
さ
れ
る
物
質
と
反
物
質
が
、
現
在
の
物
質
の
み
の
世
界
へ
と
変
化
し
た
原
因
を
解
明
す
る
。

●
最
先
端
の
加
速
器
技
術
は
医
療
・
非
破
壊
検
査
用
小
型

X線
源

、
次

世
代

高
輝

度
放

射
光

源
、
大

強
度

超
伝

導
加

速
器

な
ど
へ

直
結
。

●
素

粒
子

や
原

子
核

の
解

明
は

、
宇

宙
創

成
や

星
の

進
化

な
ど
と

密
接
に
関
係
し
、
本
研
究
成
果
は
宇
宙
物
理
学
に
大
き
く
寄
与
。

●
超
伝
導
電
磁
石
の
長
期
安
定
運
転
を
目
指
す
過
程
で
安
価
か
つ
小
型
・

軽
量
で
長
期
安
定
な
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
検
出
器
を
開
発
し
、
特
許
化
。

●
素
粒
子
の
飛
行
時
間
差
を
精
密
に
計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
過
程
で
時
間
差
を
高
速
に

デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
す
る
電
圧
制
御
発
信
回
路
を
開
発
し
、
特
許
化
。（
図
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）

学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
波

及
効

果
に
つ
い
て
（
１
）

他
の
研
究
分
野
へ
の
波
及
効
果

産
業
応
用
面
へ
の
波
及

効
果

大
型

光
学

赤
外

線
望

遠
鏡

「
す

ば
る

」
に

よ
る

天
文

学
研

究
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
国

立
天

文
台

）

米
国

ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
ナ
ケ
ア
山
頂

に
建
設
さ
れ
た
単

一
鏡
と
し
て
は
世

界
最
大
の

口
径

8.
2m

の
「
す

ば
る
望
遠
鏡
」
を
用
い
て
、
銀
河
誕
生
時
の
宇
宙
の
姿
を
探
り
、
太
陽
系
外
の
惑
星
の
謎
に
迫
る
。

●
多
種
多
様
な
太
陽
系
以
外
の
惑
星
等
の
発
見
は
、
地
球
物
理
学

分
野
と
の
共
同
研
究
に
発
展
。

●
宇
宙
の
起
源
や
構
造
理
解
に
迫
る
た
め
、
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
な
ど

に
関
連
し
た
素
粒
子
物
理
学
と
の
共
同
研
究
に
発
展
。

特
許

約
10

0件
取

得

特
許

45
件
取

得
※
民
間
技

術
者
計

94
名

が
参
画

特
許

25
件

取
得

※
民
間
技
術
者
計

30
名
が

参
画

ガ
ス
検
出
器

主
鏡
を
支
持
す
る
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
。
先
端
部
に
1

グ
ラ
ム
の
精
度
ま
で
測
定
可
能
な
セ
ン
サ
ー
が
あ

る
。

●
宇
宙
の
物
質
起
源
の
探
索
へ
の
糸
口
を
与
え
、
宇
宙
の
理
論

的
研
究
に
も
刺
激
を
与
え
た
。

●
地
下
で
行
う
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
探
索
、
２
重
ベ
ー
タ
崩
壊
探
索

な
ど
に
も
刺
激
を
与
え
た
。

●
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
検
出
を
行
う
口
径
2
0
イ
ン
チ
の
光
電
子

増
倍
管
を
開
発
し
特
許
を
取
得
。
（
医
療
、
分
析
・
計
測
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等

に
用
い
る
増
倍
管
に
応
用
。
）

●
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
検
出
に
よ
り
光
電
子
増
倍
管
か
ら
送
ら
れ

る
微
弱
な
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
精
度
よ
く

デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
す
る
た
め
の
電
子
回
路
を
開
発
。

C
Tに

応
用
さ
れ
る
光
電
子
増
倍
管

運
用
を
開
始
し
た
マ
イ
ク
ロ
波
焼
成
器

特
許

2件
取

得
※
民
間
技
術
者
計

10
名
が

参
画

他
の
研
究
分
野
へ
の
波
及
効
果

他
の

研
究
分
野
へ
の
波
及
効
果

他
の
研
究
分
野
へ
の
波
及
効
果

産
業
応
用
面
へ
の
波
及

効
果

産
業
応
用
面
へ
の
波
及
効
果

産
業
応
用
面
へ
の
波
及
効
果

音
叉
振
動

子

●
遠
方
の
銀
河
を
写
す
た
め
に
超
高
感
度
C
C
D
カ
メ
ラ
を
開
発
し
、

医
療
用
Ｘ
線
カ
メ
ラ
へ
応
用
。

●
す
ば
る
主
鏡
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
の
開
発
の
た
め
に
、
超
高
精
度
の

音
叉
式
力
セ
ン
サ
ー
を
開
発
し
、
超
精
密
計
量
技
術
へ
応
用
し
特
許
化
。
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●
「
平
面
度
測
定
装
置
」

J
-
P
A
R
C
ミ
ュ
オ
ン
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
建
設
過
程
に
お
い
て
、
ビ
ー
ム

を
通
す
パ
イ
プ
の
接
合
部
の
平
面
度
が
真
空
性
能
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
判
明
。
こ
の
た
め
、
平
面
度
の
測
定
を
可
能
と
す
る

可
搬
式
平
面
度
測
定
器
を
開
発
し
、
特
許
化
。

学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
波
及
効
果
に
つ
い
て

学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
波

及
効

果
に
つ
い
て
（
２
）

可
搬
式
平
面
度
測
定
装
置

ア
ル

マ
計

画
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
国

立
天

文
台

）
※
建
設
中

日
本
・
米
国
・
欧
州
の
３
者
の
国
際
協
力
に
よ
り
、
チ
リ
の
ア
タ
カ
マ
高
地
（
標
高

5,
00

0m
）に

電
波
望

遠
鏡
等
を
建
設
・
運
用
し
、
銀
河
や
惑
星
等
の
形
成
過
程
の
解
明
を
目
指
す
。

※
ア
ル
マ
（
A

LM
A
）:

At
ac

am
a 

La
rg

e 
M

ill
im

et
er

 /s
ub

m
ill

im
et

er
A

rra
y

●
宇
宙
の
極
め
て
広

い
対
象
や
現
象
に
対
し
卓
越
し
た
観
測
能
力
を
発
揮
す
る
。
遠
方
の
銀
河
の

観
測
に
よ
る
宇
宙
論
パ
ラ
メ
ー
タ
の
決
定
、
巨
大
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
形
成
・
進
化
や
宇
宙

ジ
ェ
ッ
ト
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
太
陽
系
外
惑
星
の
観
測
、
惑
星
や
生
命
材
料
物
質
の

探
査
、
太
陽
系
の
惑
星
の
大
気
構
造
・
組
成
・
火
山
活
動
の
解
明
、
彗
星
・
小
惑
星
や
カ
イ
パ
ー

ベ
ル
ト
天
体
の
組
成
解
析
を
通
じ
た
太
陽
系
の
構
造
と
歴
史
の
解
明
な
ど
、
極
め
て
広
い
範
囲

を
対
象
と
し
て
お
り
、
本
格
運
用
開
始
後
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
、
地
球
惑
星
科
学
、
生

命
科
学
等
多
く
の
隣
接
分
野
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

他
の
研
究
分
野
へ
の

波
及
効
果

大
強

度
陽

子
加

速
器

（
J
-
P
A
R
C
）

に
よ

る
原

子
核

・
素

粒
子

物
理

学
研

究
等

の
推

進
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

※
平
成

20
年
度
完
成

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
と
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
が
共
同
で
、
世
界
最
大
級
の

ビ
ー
ム
強
度
を
持
つ
陽
子
加
速
器
施
設
を
運
営
し
、
物
質
・
生
命
科
学
、
原
子
核
・
素
粒
子
物
理
学

な
ど
基
礎
研
究
分
野
か
ら
産
業
利
用
ま
で
幅
広
い
分
野
に
寄
与
す
る
研
究
開
発
を
推
進
す
る

※
J-

P
A

R
C
：
Ja

pa
n 

P
ro

to
n 

A
cc

el
er

at
or

 R
es

ea
rc

h 
C

om
pl

ex

●
中
性
子
や
ミ
ュ
オ
ン
を
用
い
た
物
質
・
生
命
科
学
の
研
究

は
、
新
し
い
超
伝
導
物
質
、
高
性
能
電
池
、

高
分
子
な
ど
の
新
素
材
の
開
発
や
、
創
薬
に
関
連
し
た
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
な
ど
に
波
及
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

特
許
１
１
件
取
得

※
民

間
技
術

者
計

16
名

が
参

画
産
業
応
用
面
へ
の
波
及

効
果

他
の

研
究
分
野
へ
の
波
及
効
果

●
回
路
著
作
権
「
N
E
U
N
E
T
」

中
性
子
利
用
の
普
及
の
た
め
に
は
、
扱
い
や
す
い
中
性
子

測
定
器
読
み
出
し
回
路
の
開
発
と
安

定
供
給
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め
、
汎
用
の
中
性
子
測
定
器
回

路
「
N
E
U
N
E
T
」
を
開
発
し
、
株
式
会

社
B
e
e
B
e
a
n
s
T
e
c
h
n
o
l
o
g
i
e
s
（
現
在
K
E
K
ベ
ン
チ
ャ
ー
）

と
技
術
提
供
契
約
を
締
結
し
、
同
社
を

通
じ
て
産
業
界
に
導
入
・
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

●
そ
の
他
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
ビ
ー
ム
強
度
を
も
つ
加
速
器
に
関
連
し
た
高
度
な
技
術
及
び
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
や
ハ
ド
ロ
ン
実

験
に
よ
る
検
出
器

技
術
は
、
産
業
技
術

に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
る
。

特
許
３
件
取
得

（1
0件

出
願
中
）

※
民

間
技
術

者
計

10
名

が
参

画
産
業
応
用
面
へ
の
波

及
効
果

●
高
精
度
ア
ン
テ
ナ
製
作
に
お
け
る
高
精
度
自
動
制
御
や
精
密

加
工
技
術
、
高
感
度
受
信
機
開
発
に
お
け
る
超
伝
導
素
子
や

サ
ブ
ミ
リ
波
（
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
）
光
源
、
相
関
器
開
発
に
お
け

る
専
用
計
算
機
技
術
な
ど
の
超
最
先
端
技
術
が
、
多
分
野
の

技
術
開
発
に
大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性
が
高
い
。
具
体
の
例

と
し
て
、
高
精
度
ア
ン
テ
ナ
製
作
を
行
う
過
程
で
「
ア
ン
テ

ナ
鏡
面
測
・
調
整
装
置
」
を
開
発
し
、
特
許
を
取
得
。

●
今
後
、
高
感
度
受
信
機
製
作
を
行
う
過
程
で
開
発
さ
れ
た
サ

ブ
ミ
リ
波
の
発
生
・
検
出
技
術
の
応
用
と
し
て
、
医
学
分
野

に
お
い
て
非
侵
襲
的
検
査
（
痛
み
や
危
険
を
伴
わ
な
い
検

査
）
へ
の
適
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

サ
ブ
ミ
リ
波

の
非

侵
襲

的
検

査
へ

の
適

用
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●
物
質
科
学
や
生
命
科
学
等
で
の
新
た
な
光
科
学
技
術
と
し
て
赤
外
線
、

ﾃ
ﾗ
ﾍ
ﾙ
ﾂ
光
を
含

む
高
輝
度

光
を
世
界
的
に

広
く
応
用
。

●
円
偏
光
自
由
電
子
ﾚ
ｰ
ｻ
ﾞ
ｰ
の
開
発
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
、
生
命
起

源
の
解
明
等
の
新
し
い
分
野
へ
の
応
用
。

●
太
陽
光
を
有
効
活
用
で
き
る
蛍
光
体
を
高
性
能
化
す
る
た
め
、
高
輝
度

真
空
紫
外
分
光
器
を
開
発
し
、
蛍
光
体
の
蓄
光
特
性
評
価
に
応
用
。

●
ﾘ
ﾁ
ｳ
ﾑ
ｲ
ｵ
ﾝ
電
池
を
高
性
能

化
す
る
た
め
、
軽
元
素
専
用
高
輝
度
軟
Ｘ
線
分

光
器
を
開
発
し
、
電
池
が
含
む
各
元
素
周
辺
の
局
所
状
態
解
析

に
応
用
。

高
精

度
V

L
B
I観

測
に

よ
る

先
端

的
天

文
学

研
究

の
推

進
自

然
科

学
研

究
機

構
（

国
立

天
文

台
）

国
内
と
東

ア
ジ
ア
諸
国

の
電
波
望

遠
鏡
を
連

携
さ
せ
て
高

精
度

VL
BI
観

測
網
を
構

築
し
、
銀
河
系

全
域
の
天
体

の
位

置
や

そ
の

構
造
を
明
ら
か
に
し
、
銀

河
系
の
進
化
の
過
程
解
明
を
目
指
す
。

※
V

LB
I：

V
er

y 
Lo

ng
 B

as
el

in
e 

In
te

fe
ro

m
et

ry

（
図
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）

●
任

意
に
選
択
し
た
２
天
体
を
同
時
に
受
信
す
る
受
信
機
位
置
を

正
確
に
設
定
す
る
技
術
を
開
発
。

●
ギ

ガ
ビ
ッ
ト
磁
気
テ
ー
プ
記
録
装
置
は
企
業
に
よ
り
製
品
化
さ

れ
、
既
に
大
学
の
観
測
装
置
に
導
入
。

Ｐ
Ｆ

（
光

の
工

場
）

に
よ

る
放

射
光

科
学

研
究

の
推

進
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

（
物

質
構

造
科

学
研

究
所

）

極
紫
外
線
か
ら
硬
Ｘ
線
ま
で
の
幅
広
い
波
長
域
を
活
用
し
た
放
射
光
科
学
の
実
験
研
究
に
よ
り
、
物

質
・
材
料
・
環
境
・
生
命
科

学
な
ど
広

範
な
分

野
の

先
端

的
・
基
盤

的
研

究
を
推
進

。

※
P

F:
P

ho
to

n
Fa

ct
or

y

●
環
境
浄
化
に
果
た
す
生
物
の
機
能
解
明
か
ら
、
よ
り
高
性
能
な

環
境
浄
化
生
物
の
探
索
を
可
能
と
し
、
環
境
科
学
分
野
へ
波
及
。

●
放

射
光

の
特

性
に
着

目
し
、
こ
れ

を
利

用
し
た
心

臓
冠

状
動

脈
造

影
で
き
る
Ｘ
線

撮
像

装
置

を
企

業
と
共

同
開

発
。

●
国
内
企
業
と
開
発
し
た
二
結
晶
分
光
器
は
、
世
界
の
放
射
光
施

設
に
多
数
輸
出
。

学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
波

及
効

果
に
つ
い
て
（
３
）

最
先

端
学

術
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
（

S
IN

E
T
3
）

に
よ

る
学

術
情

報
基

盤
の

構
築

情
報

・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構
（

国
立

情
報

学
研

究
所

）

特
許

3件
取

得
※
民
間
技
術
者
計

11
名
が

参
画

特
許
１
３
件
取
得

※
民
間
技
術
者
計

77
名
が

参
画

特
許
２
件
取
得

（5
件
数
出
願
中
）

※
民
間
技
術
者
計

30
名
が

参
画

冠
動

脈
診

断
シ
ス
テ
ム

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

光
源

施
設

「
U
V
S
O

R
」

に
よ

る
分

子
科

学
研

究
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
分

子
科

学
研

究
所

）

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
光
に
特
化
し
た
世
界
最
高
輝
度
の
小
型
放
射
光
源
施
設
（
U

V
SO

R
）に

よ
り
、

新
た
な
特
性

の
放

射
光

源
を
開
発

し
、
高

輝
度
光

に
よ
る
新

規
物
性
評
価
、
光
反
応
等
を
開
拓
す
る
。

※
U

V
S

O
R

:極
端
紫
外
光
研
究
施
設
の
愛
称

●
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
国
内
最
大
の
デ
ー
タ
送
信
事
例
で
あ

り
、
本
格
的
な
大
容
量
通
信
の
実
用
化
試
験
と
し
て
機
能
。

●
広

帯
域
測
地

V
LB

I観
測
に
成
功
し
、
測
地
精
度
を
従
来
の
２

倍
に
向
上
さ
せ
、
測

地
学
分
野
へ
大
き
く
波
及
。

水
蒸
気
計
測
装
置
（
ラ
ジ
オ
メ
ー
タ
）
の
高
精
度
化
に

よ
っ
て
測
地
精
度
の
向
上
と
集
中
豪
雨
予
測
に
応
用

産
業

応
用
面
へ
の
波
及
効
果

産
業
応
用
面
へ
の
波
及
効
果

産
業
応
用
面
へ
の
波
及
効
果

産
業
応
用
面
へ
の
波
及

効
果

他
の
研
究
分
野
へ
の
波
及

効
果

他
の
研
究
分
野
へ
の
波
及
効
果

他
の
研
究
分
野
へ
の
波

及
効
果

他
の
研
究
分
野
へ
の
波
及
効
果

特
許

3件
取
得

※
民
間
技
術
者
計

5名
が
参
画

軽
元
素
専
用
高
輝
度
軟
Ｘ
線
分
光
器
を

使
っ
て
初
め
て
解
析
可
能
に
な
る
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
中

の
リ
チ
ウ
ム
の

局
所
状
態

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
大
規
模
実
験
で
発
生
す
る
大
量
の
実
験
デ
ー
タ
を
超
高
速
・
高
機
能
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
効
率
よ
く
柔
軟
に
転
送
す
る
な
ど
、
学
術
研
究
発
展
の
た
め
の
情
報
基
盤
を
構
築
。

※
S

IN
ET

:S
ci

en
ce

In
fo

rm
at

io
n 

N
ET

w
or

k

●
研
究
拠
点
間
で
膨
大
な
実
験
デ
ー
タ
等
を
安
全
か
つ
高
品
質
に
転
送

す
る
こ
と
が
可
能
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
「
小
林
・
益
川
理
論
」
の

検
証
に
大
き
く
貢
献
し
た

Be
lle
実
験
、
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
実
験
、
ア
ト

ラ
ス

(A
TL

A
S

)実
験

、
V

LB
I観

測
等
、
我
が
国
に
お
け
る
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
基
盤
と

し
て
強
力
に
支
援
。

●
利
用
者
が
接
続
先
・

速
度
・
時
間
等
を
指
定
し
て
超
高
品
質
な
仮
想

専
用
線
を
確
保
す
る

技
術
（
Ｌ
１
オ
ン
デ
マ
ン
ド
技
術
）
を
開
発
し
、

S
IN

E
Tに

お
い
て
世
界
で
初
め
て
実
用
化
す
る
と
と
も
に
、
国
内
特

許
及
び
海
外
特
許
を

出
願
し
て
い
る
。

ユ
ー
ザ

の
指

定
に
よ
っ
て

L1
回
線
を
動
的
に
設
定
。

・
接
続
対
地

・
開

始
・
終
了

時
刻

・
回
線
帯
域

KE
K

北
海

道
大
学

国
立

天
文
台

山
口

大
学

N
IF

S

利
用
者

：
仮

想
専

用
線

：
L1

 S
w

itc
h

L1
オ
ン
デ
マ

ン
ド
サ

ー
バ

Ｌ
１
オ
ン
デ
マ
ン
ド
技
術
に
よ
る
、
動
的
な
仮
想

専
用
線
の
確
保

(図
は

V
LB

Iで
の
一
例
）
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〔
H

2
0
.5

.2
6
現

在
〕

評
価

時
期

報
告

書
等

事
前

Ｈ
２

．
７

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

宇
宙

科
学

部
会

　
「
天

文
学

研
究

の
推

進
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

中
間

Ｈ
１

４
．

５
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
基

本
問

題
特

別
委

員
会

天
文

学
Ｗ

Ｇ

事
前

Ｈ
５

．
７

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

加
速

器
科

学
部

会
　

「
加

速
器

科
学

研
究

の
推

進
に

つ
い

て
」

中
間

H
１

２
．

１
１

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

加
速

器
科

学
部

会
　

「
我

が
国

に
お

け
る

加
速

器
科

学
研

究
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

事
前

Ｈ
９

．
６

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

加
速

器
科

学
部

会
　

「
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

に
お

け
る

加
速

器
科

学
研

究
に

つ
い

て
」

事
前

Ｈ
１

２
．

８
学

術
審

議
会

特
定

研
究

領
域

推
進

分
科

会
加

速
器

科
学

部
会

及
び

原
子

力
委

員
会

・
大

強
度

陽
子

加
速

器
施

設
計

画
評

価
専

門
部

会
　

「
大

強
度

陽
子

加
速

器
計

画
評

価
報

告
書

」

中
間

H
１

２
．

１
１

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

加
速

器
科

学
部

会
　

「
我

が
国

に
お

け
る

加
速

器
科

学
研

究
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

中
間

H
１

５
．

１
２

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
基

本
問

題
特

別
委

員
会

大
強

度
陽

子
加

速
器

計
画

評
価

作
業

部
会

　
「
大

強
度

陽
子

加
速

器
計

画
中

間
評

価
報

告
書

」

中
間

H
１

９
．

６
　

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
学

術
研

究
推

進
部

会
／

研
究

計
画

・
評

価
分

科
会

原
子

力
分

野
の

研
究

開
発

に
関

す
る

委
員

会
　

大
強

度
陽

子
加

速
器

計
画

評
価

作
業

部
会

　
「
大

強
度

陽
子

加
速

器
計

画
中

間
評

価
報

告
書

」

事
前

Ｈ
１

２
．

１
２

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

宇
宙

科
学

部
会

　
「
我

が
国

に
お

け
る

天
文

学
研

究
の

推
進

に
つ

い
て

」

事
前

Ｈ
１

５
．

１
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
基

本
問

題
特

別
委

員
会

天
文

学
研

究
Ｗ

Ｇ
　

「
ア

ル
マ

実
施

計
画

に
関

す
る

評
価

に
つ

い
て

」

中
間

H
２

０
．

７
　

科
学

技
術

・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
学

術
研

究
推

進
部

会
ア

ル
マ

計
画

評
価

作
業

部
会

　
「
ア

ル
マ

計
画

中
間

評
価

報
告

書
」

事
前

Ｈ
２

．
７

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

宇
宙

科
学

部
会

　
「
天

文
学

研
究

の
推

進
に

つ
い

て
」

中
間

H
１

２
．

１
１

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

　
「
我

が
国

に
お

け
る

天
文

学
研

究
の

推
進

に
つ

い
て

」

事
前

Ｓ
６

１
．

２
学

術
審

議
会

特
定

研
究

領
域

推
進

分
科

会
核

融
合

部
会

　
「
大

学
に

お
け

る
今

後
の

核
融

合
研

究
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

中
間

H
１

２
．

１
１

学
術

審
議

会
特

定
研

究
領

域
推

進
分

科
会

核
融

合
部

会
　

「
大

学
に

お
け

る
核

融
合

研
究

の
在

り
方

に
つ

い
て

（
報

告
）
」

中
間

Ｈ
１

５
．

１
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
基

本
問

題
特

別
委

員
会

核
融

合
研

究
Ｗ

Ｇ
　

「
今

後
の

我
が

国
の

核
融

合
科

学
の

在
り

方
に

つ
い

て
（
報

告
）
」

中
間

Ｈ
１

９
．

６
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

研
究

計
画

・
評

価
分

科
会

原
子

力
分

野
の

研
究

開
発

に
関

す
る

委
員

会
核

融
合

研
究

作
業

部
会

「
IT

E
R

計
画

、
幅

広
い

ア
プ

ロ
ー

チ
を

は
じ

め
と

す
る

我
が

国
の

核
融

合
研

究
の

推
進

方
策

に
つ

い
て

」

（
文

部
科

学
省

作
成

）

　
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

学
術

分
科

会
等

に
お

け
る

提
言

学
術

研
究

の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審

議
会

に
お
け
る
評

価
の
状

況
に
つ
い
て

実
施

機
関

「
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置
（
Ｌ

Ｈ
Ｄ

）
」
に

よ
る

核
融

合
科

学
研

究
の

推
進

「
大

強
度

陽
子

加
速

器
（
Ｊ
－

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ

）
」
に

よ
る

物
質

・
生

命
科

学
及

び
原

子
核

・
素

粒
子

物
理

学
研

究
の

推
進

大
型

光
学

赤
外

線
望

遠
鏡

「
す

ば
る

」
計

画
の

推
進

自
然

科
学

研
究

機
構

（
核

融
合

科
学

研
究

所
）

自
然

科
学

研
究

機
構

（
国

立
天

文
台

）

ア
ル

マ
計

画
の

推
進

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構

自
然

科
学

研
究

機
構

（
国

立
天

文
台

）

事
　

業
　

名
法

  
人

  
名

「
Ｂ

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

」
に

よ
る

素
粒

子
物

理
学

研
究

の
推

進
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

東
大

宇
宙

線
研

究
所

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

「
ス

ー
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
」
に

よ
る

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

研
究

の
推

進
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目
的

G
8
各

国
に

お
け

る
大

規
模

研
究

施
設

の
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

を
調

査

海
外

研
究

者
に

よ
る

各
研

究
施

設
の

利
用

の
可

否
及

び
ル

ー
ル

等
を

調
査

大
規

模
研

究
施

設
の

共
同

利
用

に
係

る
国

際
協

力
の

在
り

方
を

検
討

目
的

G
8
各

国
に

お
け

る
大

規
模

研
究

施
設

の
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

を
調

査

海
外

研
究

者
に

よ
る

各
研

究
施

設
の

利
用

の
可

否
及

び
ル

ー
ル

等
を

調
査

大
規

模
研

究
施

設
の

共
同

利
用

に
係

る
国

際
協

力
の

在
り

方
を

検
討

調
査

方
法 文

献
調

査
、

W
e
b
サ

イ
ト
調

査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

調
査

方
法 文

献
調

査
、

W
e
b
サ

イ
ト
調

査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

2
0
0
6

(
2
0
0
8
年

に
更

新
)

E
u
ro

p
e
a
n
 R

o
a
d
m

a
p
 f
o
r 

R
e
se

a
rc

h
 I
n
fr
a
st

ru
c
tu

re
s 

–
R
o
a
d
m

a
p
 2

0
0
8
-

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
研

究
基

盤
戦

略
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
E
S
F
R
I）

E
U

2
0
0
2
年

S
ta

te
m

e
n
t 
o
n
 n

in
e
 l
a
rg

e
-
sc

a
le

 f
a
c
ili

ti
e
s 

fo
r 

b
a
si

c
 s

c
ie

n
ti
fi
c
 

re
se

a
rc

h
 a

nd
 o

n
 t
h
e
 d

e
ve

lo
p
m

e
n
t 
o
f 
in

ve
st

m
e
n
t 
p
la

n
n
in

g
 

fo
r 

la
rg

e
-
sc

a
le

 f
a
c
ili

ti
e
s 

連
邦

教
育

研
究

省
、

サ
イ

エ
ン

ス
・カ

ウ
ン

シ
ル

G
e
rm

a
n
y

L
a
rg

e
 F

a
c
ili

ti
e
s 

S
tr
a
te

g
ic

 R
o
a
d
m

a
p
 2

0
0
8

M
a
jo

r 
R
e
se

a
rc

h
 E

q
u
ip

m
e
n
t 
a
n
d
 F

a
c
ili

ti
e
s 

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n
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M
R
E
F
C
-

A
c
c
o
u
n
t 
P
ro

je
c
ts

L
a
rg

e
 F

a
c
ili

ti
e
s 

M
a
n
u
a
l

S
e
tt
in

g
 P

ri
o
ri
ti
e
s 

fo
r 

L
a
rg

e
 R

e
se

a
rc

h
 F

a
c
ili

ty
 P

ro
je

c
ts

 
S
u
p
p
o
rt

e
d
 b

y 
th

e
 N

a
ti
o
n
a
l 
S
c
ie

n
c
e
 F

o
u
nd

a
ti
o
n

F
o
u
r 

Y
e
a
rs

 L
a
te

r:
 A

n
 I
n
te

ri
m

 R
e
p
o
rt

 o
n
 F

a
c
ili

ti
e
s 
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r 

th
e
 

F
u
tu

re
 o

f 
S
c
ie

nc
e
: 
A
 T

w
e
n
ty

-
Y
e
a
r 

O
u
tl
o
o
k
 

F
a
c
ili

ti
e
s 
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r 

th
e
 F

u
tu

re
 o

f 
S
c
ie

n
c
e
 

-
A
 T

w
e
n
ty

-
Y
e
a
r 

O
u
tl
o
o
k-

文
書

2
0
0
8

(
2
年

毎
)

リ
サ

ー
チ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

U
K

毎
年

2
0
0
7
年

全
米

科
学

財
団

2
0
0
4
年

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・ア

カ
デ

ミ
ー

2
0
0
7
年

2
0
0
3
年

エ
ネ

ル
ギ

ー
省

U
.S

.

発
行

年
発

行
主

体
国

等

2
0
0
6

(
2
0
0
8
年

に
更

新
)

E
u
ro

p
e
a
n
 R

o
a
d
m

a
p
 f
o
r 

R
e
se

a
rc

h
 I
n
fr
a
st

ru
c
tu

re
s 

–
R
o
a
d
m

a
p
 2

0
0
8
-

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
研

究
基

盤
戦

略
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
E
S
F
R
I）

E
U

2
0
0
2
年

S
ta

te
m

e
n
t 
o
n
 n

in
e
 l
a
rg

e
-
sc

a
le

 f
a
c
ili

ti
e
s 

fo
r 

b
a
si
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 s

c
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ti
fi
c
 

re
se

a
rc

h
 a

nd
 o

n
 t
h
e
 d

e
ve
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p
m

e
n
t 
o
f 
in

ve
st

m
e
n
t 
p
la

n
n
in

g
 

fo
r 

la
rg

e
-
sc

a
le

 f
a
c
ili

ti
e
s 

連
邦

教
育

研
究

省
、

サ
イ

エ
ン

ス
・カ

ウ
ン

シ
ル

G
e
rm

a
n
y

L
a
rg

e
 F

a
c
ili

ti
e
s 

S
tr
a
te

g
ic

 R
o
a
d
m

a
p
 2

0
0
8

M
a
jo

r 
R
e
se

a
rc

h
 E

q
u
ip

m
e
n
t 
a
n
d
 F

a
c
ili

ti
e
s 

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n
 –

M
R
E
F
C
-

A
c
c
o
u
n
t 
P
ro

je
c
ts

L
a
rg

e
 F

a
c
ili

ti
e
s 

M
a
n
u
a
l

S
e
tt
in

g
 P

ri
o
ri
ti
e
s 

fo
r 

L
a
rg

e
 R

e
se

a
rc

h
 F

a
c
ili

ty
 P

ro
je

c
ts

 
S
u
p
p
o
rt

e
d
 b

y 
th

e
 N

a
ti
o
n
a
l 
S
c
ie

n
c
e
 F

o
u
nd

a
ti
o
n

F
o
u
r 

Y
e
a
rs

 L
a
te

r:
 A

n
 I
n
te

ri
m

 R
e
p
o
rt

 o
n
 F

a
c
ili

ti
e
s 

fo
r 

th
e
 

F
u
tu

re
 o

f 
S
c
ie

nc
e
: 
A
 T

w
e
n
ty

-
Y
e
a
r 

O
u
tl
o
o
k
 

F
a
c
ili

ti
e
s 

fo
r 

th
e
 F

u
tu

re
 o

f 
S
c
ie

n
c
e
 

-
A
 T

w
e
n
ty

-
Y
e
a
r 

O
u
tl
o
o
k-

文
書

2
0
0
8

(
2
年

毎
)

リ
サ

ー
チ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

U
K

毎
年

2
0
0
7
年

全
米

科
学

財
団

2
0
0
4
年

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・ア

カ
デ

ミ
ー

2
0
0
7
年

2
0
0
3
年

エ
ネ

ル
ギ

ー
省

U
.S

.

発
行

年
発

行
主

体
国

等

調
査

対
象

大
規

模
研

究
施

設
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

に
係

る
報

告
書

等
調

査
対

象
と

し
た

大
規

模
研

究
施

設

●
建

設
費

と
1
0
年

間
の

運
営

経
費

の
和

が
5
0
0
億

円
を

超
え

る
研

究
施

設
（
但

し
、
該

当
す

る
全

て
の

研
究

施
設

を
網

羅
し

た
わ

け
で

は
な

く
、

文
献

調
査

等
に

よ
り

把
握

し
た

主
要

な
研

究
施

設
を

対
象

と
し

た
）

●
大

規
模

研
究

施
設

の
種

別
•

放
射

光
施

設
•

中
性

子
ビ

ー
ム

施
設

•
ミ

ュ
オ

ン
ビ

ー
ム

施
設

•
R
Iビ

ー
ム

施
設

•
素

粒
子

物
理

実
験

施
設

•
核

融
合

実
験

施
設

•
高

強
度

レ
ー

ザ
ー

実
験

施
設

•
天

体
観

測
施

設
•

地
球

観
測

施
設

•
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
施

設

平
成

21
年

5月
28

日
内

閣
府

大
規

模
研

究
施

設
に

関
す

る
諸

外
国

の
動

向
調

査
（
概

要
）
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大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
学

（
A
d
va

n
c
e
d
 S

c
ie

n
ti
fi
c
 C

o
m

p
u
ti
n
g
 R

e
se

a
rc

h
(
A
S
C
R
)
）

基
礎

エ
ネ

ル
ギ

ー
科

学
（
B
a
si

c
 E

n
e
rg

y 
S
c
ie

n
c
e
s(

B
E
S
)
）

生
物

・
環

境
（
B
io

lo
g
ic

a
l 
a
n
d
 E

n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
R
e
se

a
rc

h
(
B
E
R
)
）

核
融

合
科

学
（
F
u
si

o
n
 E

n
e
rg

y 
S
c
ie

nc
e
s(

F
E
S
)
）

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

物
理

（
H
ig

h
 E

n
e
rg

y 
P
h
ys

ic
s(

H
E
P
)
）

核
物

理
（
N
u
c
le

a
r 

P
h
ys

ic
s(

N
P
)
）

大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
学

（
A
d
va

n
c
e
d
 S

c
ie

n
ti
fi
c
 C

o
m

p
u
ti
n
g
 R

e
se

a
rc

h
(
A
S
C
R
)
）

基
礎

エ
ネ

ル
ギ

ー
科

学
（
B
a
si

c
 E

n
e
rg

y 
S
c
ie

n
c
e
s(

B
E
S
)
）

生
物

・
環

境
（
B
io

lo
g
ic

a
l 
a
n
d
 E

n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
R
e
se

a
rc

h
(
B
E
R
)
）

核
融

合
科

学
（
F
u
si

o
n
 E

n
e
rg

y 
S
c
ie

nc
e
s(

F
E
S
)
）

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

物
理

（
H
ig

h
 E

n
e
rg

y 
P
h
ys

ic
s(

H
E
P
)
）

核
物

理
（
N
u
c
le

a
r 

P
h
ys

ic
s(

N
P
)
）

米
国

D
O

E
に

お
け

る
事

例

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

の
検

討
方

法
研

究
者

等
か

ら
構

成
さ

れ
る

ア
ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
を

設
置

し
、

科
学

と
し

て
の

重
要

性
、

及
び

建
設

に
向

け
た

実
現

性
の

観
点

か
ら

検
討

各
研

究
施

設
の

フ
ェ

ー
ズ

（
R
&

D
、

概
念

設
計

、
工

学
的

設
計

、
建

設
、

運
転

）
を

整
理

計
画

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

技
術

的
な

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
や

、
海

外
に

お
い

て
計

画
さ

れ
て

い
る

同
種

・
類

似
の

研
究

施
設

の
動

向
を

踏
ま

え
て

、
見

直
し

を
実

施

大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

ご
と

に
、
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（
計

6
分

野
）
。

優
先

順
位

1
位

か
ら

同
列

2
3
位

ま
で

、
優

先
順

位
付

け
を

明
確

に
実

施
。

（
複

数
の

施
設

が
同

列
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

）

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

の
検

討
方

法
研

究
者

等
か

ら
構

成
さ

れ
る

ア
ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
を

設
置

し
、

科
学

と
し

て
の

重
要

性
、

及
び

建
設

に
向

け
た

実
現

性
の

観
点

か
ら

検
討

各
研

究
施

設
の

フ
ェ

ー
ズ

（
R
&

D
、

概
念

設
計

、
工

学
的

設
計

、
建

設
、

運
転

）
を

整
理

計
画

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

技
術

的
な

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
や

、
海

外
に

お
い

て
計

画
さ

れ
て

い
る

同
種

・
類

似
の

研
究

施
設

の
動

向
を

踏
ま

え
て

、
見

直
し

を
実

施

大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

ご
と

に
、
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（
計

6
分

野
）
。

優
先

順
位

1
位

か
ら

同
列

2
3
位

ま
で

、
優

先
順

位
付

け
を

明
確

に
実

施
。

（
複

数
の

施
設

が
同

列
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

）

大
規

模
研

究
施

設
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
核

融
合

科
学

分
野

の
例

）

大
規

模
研

究
施

設
の

優
先

順
位

付
け
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大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

数
物

系
科

学
（
M

a
th

 &
 P

h
ys

ic
a
l 
S
c
ie

n
c
e
s）

地
球

科
学

（
G
e
o
sc

ie
nc

e
s）

工
学

（
E
ng

in
e
e
ri
n
g
）

極
地

研
究

（
P
o
la

r 
P
ro

g
ra

m
s）

大
規

模
研

究
施

設
の

種
別

数
物

系
科

学
（
M

a
th

 &
 P

h
ys

ic
a
l 
S
c
ie

n
c
e
s）

地
球

科
学

（
G
e
o
sc

ie
nc

e
s）

工
学

（
E
ng

in
e
e
ri
n
g
）

極
地

研
究

（
P
o
la

r 
P
ro

g
ra

m
s）

米
国

N
S
F
に

お
け

る
事

例

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

の
検

討
方

法
以

下
の

基
準

に
基

づ
き

、
支

援
対

象
と

す
る

大
規

模
研

究
施

設
が

選
定

さ
れ

る

科
学

面
・
技

術
面

に
よ

る
評

価
基

準

（
学

際
的

な
分

野
の

研
究

者
が

評
価

）

全
米

科
学

財
団

の
戦

略
に

基
づ

く
評

価
基

準

（
全

米
科

学
財

団
の

長
官

の
諮

問
委

員
会

（
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
）
が

評
価

）

国
家

全
体

の
戦

略
に

基
づ

く
評

価
基

準

（
国

家
科

学
審

議
会

（
N
a
ti
o
n
a
l 
S
c
ie

n
c
e
 B

o
a
rd

）
が

評
価

）

大
規

模
研

究
施

設
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

や
優

先
順

位
付

け
を

、
５

年
程

度
の

将
来

を
見

据
え

て
実

施
。

優
先

順
位

付
け

に
つ

い
て

は
、

毎
年

見
見

直
し

が
行

わ
れ

る
。

例
え

ば
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

よ
う

に
技

術
の

進
展

が
速

い
施

設
に

お
い

て
は

、
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

の
見

直
し

頻
度

も
高

い

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

及
び

優
先

順
位

付
け

の
検

討
方

法
以

下
の

基
準

に
基

づ
き

、
支

援
対

象
と

す
る

大
規

模
研

究
施

設
が

選
定

さ
れ

る

科
学

面
・
技

術
面

に
よ

る
評

価
基

準

（
学

際
的

な
分

野
の

研
究

者
が

評
価

）

全
米

科
学

財
団

の
戦

略
に

基
づ

く
評

価
基

準

（
全

米
科

学
財

団
の

長
官

の
諮

問
委

員
会

（
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
）
が

評
価

）

国
家

全
体

の
戦

略
に

基
づ

く
評

価
基

準

（
国

家
科

学
審

議
会

（
N
a
ti
o
n
a
l 
S
c
ie

n
c
e
 B

o
a
rd

）
が

評
価

）

大
規

模
研

究
施

設
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

や
優

先
順

位
付

け
を

、
５

年
程

度
の

将
来

を
見

据
え

て
実

施
。

優
先

順
位

付
け

に
つ

い
て

は
、

毎
年

見
見

直
し

が
行

わ
れ

る
。

例
え

ば
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

よ
う

に
技

術
の

進
展

が
速

い
施

設
に

お
い

て
は

、
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

の
見

直
し

頻
度

も
高

い

大
規

模
研

究
施

設
の

優
先

順
位

付
け

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

一
般

会
計

の
ほ

か
、

予
算

の
繰

越
も

可
能

な
会

計
区

分
で

あ
る

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

（
M

a
jo

r 
R
e
se

a
rc

h
 E

q
u
ip

m
e
n
t 
a
n
d
 F

a
c
ili

ti
e
s 

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n
-
M

R
E
F
C
-

A
c
c
o
u
n
t 
P
ro

je
c
t）

が
設

け
ら

れ
て

い
る

N
S
F
は

、
国

家
科

学
審

議
会

の
承

認
を

受
け

た
後

に
、

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

に
係

る
予

算
案

を
、

優
先

順
位

付
け

や
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

と
合

わ
せ

て
、

議
会

へ
提

出

2
0
0
8
年

の
N
S
F
に

お
け

る
大

規
模

研
究

施
設

に
関

す
る

年
間

予
算

額
は

約
1
0
億

ド
ル

で
あ

り
、
う

ち
主

要
研

究
機

器
施

設
建

設
会

計
は

約
2
億

ド
ル

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

一
般

会
計

の
ほ

か
、

予
算

の
繰

越
も

可
能

な
会

計
区

分
で

あ
る

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

（
M

a
jo

r 
R
e
se

a
rc

h
 E

q
u
ip

m
e
n
t 
a
n
d
 F

a
c
ili

ti
e
s 

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n
-
M

R
E
F
C
-

A
c
c
o
u
n
t 
P
ro

je
c
t）

が
設

け
ら

れ
て

い
る

N
S
F
は

、
国

家
科

学
審

議
会

の
承

認
を

受
け

た
後

に
、

主
要

研
究

機
器

施
設

建
設

会
計

に
係

る
予

算
案

を
、

優
先

順
位

付
け

や
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

と
合

わ
せ

て
、

議
会

へ
提

出

2
0
0
8
年

の
N
S
F
に

お
け

る
大

規
模

研
究

施
設

に
関

す
る

年
間

予
算

額
は

約
1
0
億

ド
ル

で
あ

り
、
う

ち
主

要
研

究
機

器
施

設
建

設
会

計
は

約
2
億

ド
ル
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各
国

に
お

け
る

取
組

の
概

要
G
8
各

国
で

は
、

米
国

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
が

大
規

模
研

究
施

設
に

係
る

（
特

化
し

た
）
政

策
を

有
し

て
お

り
、

関
連

の
報

告
書

が
公

開
さ

れ
て

い
る

。

こ
の

他
、

O
E
C
D
の

G
S
F
（
グ

ロ
ー

バ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

）
に

お
い

て
、

大
規

模
研

究
施

設
に

関
す

る
情

報
交

換
が

行
わ

れ
て

い
る

。

各
国

に
お

け
る

取
組

の
概

要
G
8
各

国
で

は
、

米
国

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
が

大
規

模
研

究
施

設
に

係
る

（
特

化
し

た
）
政

策
を

有
し

て
お

り
、

関
連

の
報

告
書

が
公

開
さ

れ
て

い
る

。

こ
の

他
、

O
E
C
D
の

G
S
F
（
グ

ロ
ー

バ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

）
に

お
い

て
、

大
規

模
研

究
施

設
に

関
す

る
情

報
交

換
が

行
わ

れ
て

い
る

。

各
国

に
お

け
る

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

、
優

先
順

位
付

け
等

の
政

策

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

や
優

先
順

位
付

け
等

の
実

施
方

法
原

則
と

し
て

委
員

会
等

を
設

置
し

て
、

研
究

者
の

意
見

を
取

り
入

れ
て

い
る

。

（
例

米
国

D
O

E
：
1
0
0
名

以
上

か
ら

構
成

さ
れ

る
委

員
会

を
設

置
。

英
国

：
リ

サ
ー

チ
カ

ウ
ン

シ
ル

の
中

に
1
0
人

～
2
0
人

程
度

の
分

科
会

を
設

置
。

）

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

や
優

先
順

位
付

け
等

の
実

施
方

法
原

則
と

し
て

委
員

会
等

を
設

置
し

て
、

研
究

者
の

意
見

を
取

り
入

れ
て

い
る

。

（
例

米
国

D
O

E
：
1
0
0
名

以
上

か
ら

構
成

さ
れ

る
委

員
会

を
設

置
。

英
国

：
リ

サ
ー

チ
カ

ウ
ン

シ
ル

の
中

に
1
0
人

～
2
0
人

程
度

の
分

科
会

を
設

置
。

）

各
国

に
お

い
て

検
討

対
象

と
し

て
い

る
大

規
模

研
究

施
設

予
算

規
模

に
閾

値
を

設
け

て
検

討
対

象
を

選
定

し
て

お
ら

ず
、

各
国

に
お

い
て

対
象

と
し

て
い

る
研

究
施

設
の

予
算

規
模

は
様

々
で

あ
る

。
（
例

え
ば

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
に

お
い

て
は

、
建

設
費

と
1
0
年

間
の

運
転

経
費

の
和

が
1
億

ユ
ー

ロ
を

下
回

る
研

究
施

設
も

対
象

と
し

て
含

ま
れ

て
い

る
）
。

各
国

に
お

い
て

検
討

対
象

と
し

て
い

る
大

規
模

研
究

施
設

予
算

規
模

に
閾

値
を

設
け

て
検

討
対

象
を

選
定

し
て

お
ら

ず
、

各
国

に
お

い
て

対
象

と
し

て
い

る
研

究
施

設
の

予
算

規
模

は
様

々
で

あ
る

。
（
例

え
ば

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
に

お
い

て
は

、
建

設
費

と
1
0
年

間
の

運
転

経
費

の
和

が
1
億

ユ
ー

ロ
を

下
回

る
研

究
施

設
も

対
象

と
し

て
含

ま
れ

て
い

る
）
。

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

の
取

組
事

例
大

規
模

研
究

施
設

の
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

に
関

し
て

は
、

米
国

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
の

各
国

等
に

お
い

て
、

作
成

が
行

わ
れ

、
か

つ
公

開
さ

れ
て

い
る

。

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

策
定

の
取

組
事

例
大

規
模

研
究

施
設

の
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

に
関

し
て

は
、

米
国

、
英

国
、

ド
イ

ツ
、

E
U
の

各
国

等
に

お
い

て
、

作
成

が
行

わ
れ

、
か

つ
公

開
さ

れ
て

い
る

。

優
先

順
位

付
け

の
取

組
事
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て
は
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の
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所
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す
る

大
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施

設
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放

射
光

施
設

、
中

性
子

ビ
ー

ム
施

設
、

核
融

合
研

究
施

設
、

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

施
設

な
ど

）
の

優
先

順
位

付
け

を
明

確
に

実
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優

先
順

位
１

位
か
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2
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位
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で
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位

付
け
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複

数
の

施
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が
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置
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。
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究
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設
、
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ど
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る
に
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っ
て

い
る

（
ド
イ

ツ
に

お
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同
様

）
。

※
米
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O
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と
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S
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等
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省

庁
横

断
に

よ
り

整
備
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。
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ど
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に
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海
外

研
究

者
に

よ
る

利
用

の
可

否
今

回
調

査
対

象
と

し
た

各
研

究
施

設
※
で

は
、

以
下

の
２

つ
に

大
別

さ
れ

る
。

※
「
現

時
点

で
運

転
を

開
始

し
て

い
る

施
設

」
及

び
「
近

々
に

運
用

開
始

だ
が

利
用

ポ
リ

シ
ー

が
明

示
さ

れ
て

い
る

施
設

」

基
本

的
に

自
国

あ
る

い
は

出
資

国
・
加

盟
国

の
み

に
よ

る
利

用
が

主
と

し
て

想
定

さ
れ

、
共

同
研

究
の

枠
組

に
お

い
て

の
み

海
外

研
究

者
が

利
用

可
能

ひ
ろ

く
一

般
に

供
用

し
て

お
り

、
申

請
が

採
択

さ
れ

れ
ば

海
外

研
究

者
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利
用

可
能

海
外

研
究

者
に

よ
る

利
用

の
可

否
今

回
調

査
対

象
と

し
た

各
研

究
施

設
※
で

は
、

以
下

の
２

つ
に

大
別

さ
れ

る
。

※
「
現

時
点

で
運

転
を

開
始

し
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い
る

施
設

」
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「
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に
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さ
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」

基
本

的
に

自
国

あ
る

い
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に
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る
利
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と

し
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想
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、
共
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研

究
の

枠
組

に
お

い
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の
み

海
外

研
究

者
が

利
用

可
能

ひ
ろ

く
一

般
に

供
用

し
て

お
り

、
申

請
が

採
択

さ
れ

れ
ば

海
外

研
究

者
も

利
用

可
能

海
外

研
究

者
へ

の
開

放
状

況
等

特
定

国
に

対
す

る
優

遇
措

置
「
出

資
メ

ン
バ

ー
国

」
か

否
か

と
い

う
点

を
除

き
、

特
定

国
に

対
す

る
優

遇
措

置
は

見
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

政
府

が
テ

ロ
国

家
と

認
定

し
て

い
る

国
の

利
用

に
関

し
て

は
、

制
約

が
見

受
け

ら
れ

た
（
米

国
D
O

E
傘

下
の

研
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施
設

）
。
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定
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、

特
定

国
に

対
す

る
優

遇
措

置
は

見
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

政
府

が
テ

ロ
国

家
と

認
定

し
て

い
る

国
の

利
用

に
関

し
て

は
、

制
約

が
見

受
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ら
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施
設

）
。

利
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料
金

の
設

定
民

間
企

業
に

よ
る

利
用

も
多

い
放

射
光

施
設

及
び

中
性

子
ビ

ー
ム

施
設

に
お

い
て

は
、

無
償

（
成

果
公

開
）
だ

け
で

な
く

、
有

償
で

の
利

用
（
成

果
非

公
開

・
占

有
）
の

選
択

肢
も

設
け

ら
れ

て
い

る
。

放
射

光
施

設
及

び
中

性
子

ビ
ー

ム
施

設
以

外
の

研
究

施
設

に
お

い
て

は
、

学
術

的
な

色
合

い
が

強
い

た
め

、
研

究
者

は
基

本
的

に
無

償
で

の
利

用
が

可
能

。

利
用

料
金

の
設

定
民

間
企

業
に

よ
る

利
用

も
多

い
放

射
光

施
設

及
び

中
性

子
ビ

ー
ム

施
設

に
お

い
て

は
、

無
償

（
成

果
公

開
）
だ

け
で

な
く

、
有

償
で

の
利

用
（
成

果
非

公
開

・
占

有
）
の

選
択

肢
も

設
け

ら
れ

て
い

る
。

放
射

光
施

設
及

び
中

性
子

ビ
ー

ム
施

設
以

外
の

研
究

施
設

に
お

い
て

は
、

学
術

的
な

色
合

い
が

強
い

た
め

、
研

究
者

は
基

本
的

に
無

償
で

の
利

用
が

可
能

。

知
的

財
産

権
の

取
扱

い
研

究
施

設
を

利
用

し
た

成
果

と
し

て
得

ら
れ

た
知

的
財

産
権

に
関

し
て

は
、

海
外

研
究

者
も

、
自

国
・
加

盟
国

の
研

究
者

も
同

様
の

取
扱

い
と

な
っ

て
い

る
。

成
果

非
公

開
（
成

果
占

有
）
の

場
合

に
は

ユ
ー

ザ
ー

が
権

利
を

1
0
0
%
保

有
す

る
こ

と
に

な
る

。

知
的

財
産

権
の

取
扱

い
研

究
施

設
を

利
用

し
た

成
果

と
し

て
得

ら
れ

た
知

的
財

産
権

に
関

し
て
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、

海
外

研
究

者
も

、
自

国
・
加

盟
国

の
研

究
者

も
同
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の

取
扱
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と

な
っ

て
い

る
。

成
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成
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有
）
の
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ユ
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ザ
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権

利
を

1
0
0
%
保

有
す

る
こ

と
に

な
る

。
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」
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「学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会」における

審議状況について

１．作業部会について

学術研究の大型プロジェクト（以下「大型プロジェクト」）に関して、中長期的な視点

も含めて計画的な推進を図るための方策について、専門的見地から検討を行うことを目

的として、第３８回研究環境基盤部会（平成２１年６月２５日開催）において、同部会

の下に「学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会」が設置された。

２．これまでの審議経過等

① 白井部会長より、飯吉主査をはじめ１２名の委員を指名。飯吉主査より、主査代理

として塚本委員を指名。

② これまで４回の審議を行い、審議経過報告を取りまとめた。

第１回：平成２１年７月１３日（月）

・大型プロジェクトの定義等を中心に自由討議

第２回：平成２１年７月２４日（金）

・大型プロジェクトの定義について

・欧米のロードマップの状況について

・各研究分野における大型プロジェクト構想の状況について

⇒ ７月３１日の研究環境基盤部会において審議状況を報告し、議論。

第３回：平成２１年８月２０日（木）

・７月３１日の研究環境基盤部会における主な意見を報告

・大規模研究施設・設備に係る国際協力・協働の動きについて報告

・ＮＩＨのロードマップの概要を報告

・日本版のロードマップの在り方について審議

第４回：平成２１年９月 ３日（木）

・審議経過報告（案）の審議
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学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会の設置について

平 成 ２ １ 年 ６ 月 ２ ５ 日

科 学 技 術 ・ 学 術 審 議 会

学術分科会研究環境基盤部会

１．趣旨

学術研究の大型プロジェクトに関して、中長期的な視点も含めて計画的

な推進を図るための方策について、専門的見地から検討を行うため、研究

環境基盤部会の下に「学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会」を

設置する。

２．検討事項

①学術研究の大型プロジェクトの推進のための方策

②その他関連する事項

３．庶務

作業部会の庶務は、関係課室の協力のもと、研究振興局学術機関課にお

いて処理する。

- 29 -



科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 

学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会 

委員名簿 

（◎：主査） 

（臨時委員：４名） 

岡田 清孝  自然科学研究機構基礎生物学研究所長 

瀧澤美奈子  科学ジャーナリスト 

中西 重忠  財団法人大阪バイオサイエンス研究所長 

西尾章治郎  大阪大学理事・副学長 

 

（専門委員：８名） 

◎ 飯吉 厚夫  中部大学総長 

海部  宣男  放送大学教授 

川合 知二  大阪大学産業科学研究所教授 

佐藤 勝彦  明星大学理工学部客員教授 

平  朝彦  独立行政法人海洋研究開発機構理事 

塚本 桓世  東京理科大学理事長、山口東京理科大学学長 

永宮 正治  Ｊ－ＰＡＲＣセンター長 

  横山 広美  東京大学大学院理学系研究科准教授 

 

（平成２１年６月２５日現在） 
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